
S TEP1 STEP2 STEP3

No.177

小中高連携

小中高連携事業や
探究科の設置で
学校の魅力を高める

◎犬養毅の揮毫である「弗為胡成」を
生活信条とする。県立長野中学校飯
山分校として創立。２０１０年度にＳＳＨ
の指定を受ける。１２年度に理数科を進
化・発展させた、自然科学探究科と人
文科学探究科を設置。小・中学校との
連携事業などの改革に取り組む。

国公立大は、北海道大、筑波大、東京
工業大、信州大、名古屋大などに４０人
が合格。私立大は、青山学院大、立教大、
早稲田大、同志社大、立命館大、近畿
大などに延べ１９３人が合格

全日制／普通科、理数科（２・３年）、自
然科学探究科・人文科学探究科（１年）
／共学

設立

形態
　　

生徒数

1２年度入試合格実績（現浪計）

1903（明治36）年

　

１学年約１６０人

住所
　

電話

Web Site

〒389-2253
長野県飯山市大字飯山2610

0269-62-4175

177
指導変革の

成果実践背景

◎通学区の拡大によ
る成績上位層の市外
への流出、学校統合
により予想される学力
幅の拡大への対応が
課題に

変革のステップ

◎小中高連携による
地域全体の学力の底
上げ、探究科設置な
どの環境の整備により
教育の質を高め、進
学実績の向上を図る

◎小中高の連携が進
み、既存の進路指導
に新たな活動が相乗
効果をもたらし、進学
実績は向上、市外へ
の流出も減少傾向

http://www.nagano-c.ed.jp/iikita/

長野県

飯山北高校

きごう

　

地
域
の
進
学
拠
点
校
と
し
て
期
待
に
応
え
て
き
た
長

野
県
飯
山
北
高
校
が
、
次
々
と
新
た
な
取
り
組
み
に
着

手
し
た
の
は
５
年
前
か
ら
。
そ
の
背
景
に
は
、
少
子
化

に
よ
る
地
域
の
中
学
校
・
高
校
の
再
編
計
画
が
あ
っ
た
。

長
野
市
内
ま
で
列
車
で
約
40
分
と
い
う
立
地
に
、
通
学

区
の
規
制
緩
和
も
重
な
り
、
以
前
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い

た
成
績
上
位
層
の
市
外
流
出
が
加
速
す
る
と
い
う
危
機

感
が
あ
っ
た
。
一
方
、
同
校
は
２
０
１
４
年
度
に
長
野

県
飯
山
高
校
と
の
統
合
が
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
様
な
生
徒
が
入
学
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

た
。
学
力
幅
の
拡
大
に
も
対
応
し
な
が
ら
、
進
学
実
績

を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
学
習
環
境
の
整
備
と
教
育

実
践
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
て
同

校
が
掲
げ
た
施
策
は
、
小
・
中
学
校
と
の
連
携
事
業
と
、

自
然
科
学
探
究
科
・
人
文
科
学
探
究
科
の
設
置
だ
。
渡

辺
藤
夫
教
頭
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
本
校
の
教
育
活
動
や
進
学
実
績
が
低
迷
す
れ
ば
、

市
外
へ
の
流
出
は
進
み
、
地
域
の
空
洞
化
は
更
に
進

む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
小
・
中
学
校
と
の
連
携
事
業

を
行
い
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
を
基
盤
に
し
た
探
究
科
の

取
り
組
み
に
よ
り
、『
大
き
な
知
』
を
追
求
し
、
学

習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
、
そ
れ
ま
で
の
学
習
指
導

や
進
路
指
導
の
実
践
と
結
び
付
き
、
進
学
実
績
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、
米
澤
修
一
前
校
長
の
指

通
学
区
の
拡
大
と

高
校
の
再
編
計
画
へ
の
対
応
が
課
題
に
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導
の
下
、
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

　

小
中
高
連
携
事
業
の
中
心
は
、
算
数
・
数
学
と
英
語

で
の
「
授
業
交
流
」
だ
。

　

算
数
・
数
学
の
授
業
交
流
は
、
08
年
度
に
地
元
の
中

学
校
１
校
と
始
め
、
現
在
は
市
内
の
全
小
・
中
学
校
に

広
が
っ
て
い
る
。
方
法
は
異
校
種
の
教
師
が
Ｔ
Ｔ
と
し

て
授
業
に
入
る
と
い
う
も
の
で
、
例
え
ば
、
高
校
教
師

は
週
２
時
間
、
各
中
学
校
の
授
業
に
、
中
学
校
教
師
は

高
校
の
授
業
に
週
３
時
間
、
Ａ
小
学
校
に
週
３
時
間
、

Ｂ
小
学
校
に
週
５
時
間
の
授
業
に
入
る
。
中
学
校
・
高

校
の
教
師
は
、
異
校
種
で
授
業
を
行
う
分
、
勤
務
校
で

担
当
す
る
授
業
時
間
数
は
減
る
が
、
長
野
県
教
育
委
員

会
・
飯
山
市
教
育
委
員
会
か
ら
小
・
中
学
校
と
高
校
に

１
人
ず
つ
割
り
当
て
ら
れ
る
加
配
で
対
応
し
て
い
る
。

　

英
語
で
は
、
09
年
度
に
野
沢
温
泉
村
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
小
・
中
学
校
と
の
授
業
交
流
を
始
め
た
。
小
学

校
で
の
外
国
語
活
動
の
導
入
に
当
た
り
、
小
学
生
に
対

す
る
適
切
な
英
語
教
育
の
手
法
を
探
る
の
が
目
的
だ
っ

た
。
高
校
の
英
語
教
師
２
人
が
小
学
校
に
出
向
き
、
週

１
回
、
会
話
の
授
業
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
共
同
で
行
っ
た
り
、

イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
た
独
自
教
材
を
開
発
し
た
り
し
た
。

　

２
年
目
か
ら
は
、中
高
で
乗
り
入
れ
授
業
を
始
め
た
。

高
校
教
師
が
高
校
と
同
じ
教
材
を
使
い
、
中
学
３
年
生

に
発
展
的
な
内
容
を
教
え
た
り
、
中
学
校
教
師
は
高
校

１
年
生
の
授
業
で
中
学
校
の
復
習
を
行
っ
た
り
す
る
な

ど
、中
高
の
接
続
を
意
識
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

授
業
交
流
で
大
切
な
の
は
、
中
学
校
の
生
徒
と
教
師

が
中
高
の
学
習
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
こ
と
だ
と
、

連
携
事
業
事
務
局
長
の
大
池
裕
達
先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
授
業
交
流
は
、
生
徒
が
感
じ
る
中
学
と
高
校
と

の
学
習
上
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
こ
と
が
ね
ら
い

で
す
。
中
学
で
学
ぶ
内
容
が
高
校
の
学
習
内
容
に
ど

う
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
を
説
明
し
、
学
習
の
動
機

付
け
を
図
っ
た
り
、
中
学
生
に
本
校
の
魅
力
や
高
校

生
活
の
様
子
を
伝
え
て
、
高
校
へ
の
期
待
感
や
覚
悟

を
持
た
せ
た
り
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
」

　

英
語
科
担
当
の
齋
藤
秀
夫
先
生
は
、
授
業
交
流
の
意

義
を
次
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　
「
中
学
生
が
意
欲
的
に
英
語
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
英
語
の
授
業
に
対
す
る
期
待
感
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
中
学
生
か
ら
『
高
校
に
行
く
と
、
こ
ん
な
に
長

い
文
章
を
話
し
た
り
、
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す

る
ん
で
す
か
』
と
質
問
を
受
け
た
時
に
は
、ま
さ
に
、

生
徒
が
英
語
学
習
に
つ
い
て
将
来
的
な
期
待
を
抱
い

た
瞬
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
の
気
付
き

や
将
来
へ
の
期
待
感
を
醸
成
す
る
よ
う
な
授
業
や
教

材
の
開
発
が
重
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

小
中
高
連
携
事
業
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
飯
山
市
を

含
む
４
市
村
の
全
小
・
中
学
校
と
飯
山
市
の
全
高
校
で

実
施
す
る
算
数
・
数
学
の
「
つ
ま
ず
き
調
査
」
だ
。
小

学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
、
高
校
２
年
生
を
対
象
に
、

年
２
回
行
う
。
つ
ま
ず
き
の
多
い
分
野
の
把
握
を
目
的

と
し
て
知
識
・
技
能
を
問
う
「
つ
ま
ず
き
調
査
」
と
、

授
業
・
家
庭
学
習
や
生
活
全
般
に
対
す
る
意
識
を
問
う

「
学
習
意
識
調
査
」
で
あ
る
。
調
査
問
題
と
質
問
項
目

長
野
県
飯
山
北
高
校

畑
田
典
男　
は
た
だ
・
の
り
お

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「
教
師
が
頑
張
れ
ば
、
生
徒
も
頑
張
る
。
手
を
抜

か
ず
、
良
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
い
き
た
い
」

長
野
県
飯
山
北
高
校

齋
藤
秀
夫　
さ
い
と
う
・
ひ
で
お

教
職
歴
25
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。進
路
指
導
係
。

２
学
年
担
任
。「『
艱
難
汝
を
玉
に
す
』。
生
徒
も
教
師
も

鍛
え
ら
れ
、
磨
か
れ
て
成
長
し
て
い
く
」

長
野
県
飯
山
北
高
校

大
池
裕
達　
お
お
い
け
・
ひ
ろ
さ
と

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
進
路
指
導

係
。
１
学
年
担
任
。「『
大
き
な
知
』、『E

very w
all is 

a door.

』」

数
学
・
英
語
の
授
業
交
流
を
通
し
て

小
中
高
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消

長
野
県
飯
山
北
高
校
教
頭

渡
辺
藤
夫　
わ
た
な
べ
・
ふ
じ
お

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
前
提
を
変

え
る
こ
と
で
、
新
た
な
体
系
の
構
築
が
可
能
と
な
る
。

学
校
、
そ
し
て
教
育
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
き
た
い
」

長
野
県
飯
山
北
高
校

平
塚
和
行　
ひ
ら
つ
か
・
か
ず
ゆ
き

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。進
路
指
導
係
。

３
学
年
担
任
。「
生
徒
は
原
石
。
磨
い
て
磨
い
て
輝
く
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
に
し
た
い
」

「
つ
ま
ず
き
調
査
」を
基
に

小
・
中
学
校
の
課
題
解
決
を
提
案
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は
全
て
、
同
校
の
教
師
が
作
成
。
調
査
結
果
は
参
加
校

に
赴
い
て
伝
え
、「
６
年
生
で
は
こ
う
し
た
対
策
が
必

要
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
解
決
策
も
提
示
し
て
い
る
。

　

作
問
を
担
当
し
た
平
塚
和
行
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
問
題
は
、
多
く
の
高
校
生
が
つ
ま
ず
く
原
因
に

な
っ
て
い
る
部
分
を
中
心
に
作
り
ま
し
た
。
小
・
中

学
校
の
教
科
書
を
精
読
し
、
マ
ー
ク
式
に
し
た
り
問

題
数
を
絞
っ
た
り
と
、
出
来
る
だ
け
取
り
組
み
や
す

い
形
式
・
量
に
な
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
」

　

08
年
度
の
第
１
回
調
査
で
「
割
合
・
比
・
比
例
、
関

数
」
が
最
も
つ
ま
ず
く
分
野
だ
と
分
か
り
、
２
年
目
以

降
は
そ
の
分
野
に
特
化
し
て
調
査
を
実
施
。
学
力
を
精

緻
に
把
握
し
、
中
学
校
と
共
同
で
「
割
合
・
比
・
比
例
」

の
理
解
を
助
け
る
た
め
の
考
え
方
（
図
）
を
開
発
し
た

り
、
学
習
を
効
果
的
に
行
う
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
た
り

し
て
、
つ
ま
ず
き
解
消
に
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

一
連
の
事
業
は
、小
中
高
に
一
体
感
を
も
た
ら
し
た
。

　
「
当
初
、
高
校
が
義
務
教
育
に
か
か
わ
る
こ
と
に

抵
抗
感
を
示
す
小
・
中
学
校
の
先
生
も
お
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
、事
業
が
軌
道
に
乗
る
に
つ
れ
て
、

ど
の
先
生
か
ら
も
高
校
に
対
し
て
厚
い
信
頼
が
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
関
す
る
情

報
交
換
も
密
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
学
力
向
上
だ

け
で
な
く
、
生
徒
指
導
面
で
も
小
中
高
連
携
が
効
果

的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」（
大
池
先
生
）

　

教
師
だ
け
で
な
く
、
中
高
生
が
交
流
す
る
場
と
し
て

「
北
高
チ
ュ
ー
タ
ー
」
も
始
め
た
。
夏
と
秋
の
年
２
回
、

計
３
日
間
、
近
隣
の
３
中
学
校
に
高
校
生
が
訪
れ
、
学

習
や
高
校
生
活
、
受
験
な
ど
の
質
問
に
答
え
る
。
11
年

度
は
高
校
生
51
人
、
中
学
生
１
１
４
人
が
参
加
し
た
。

　
「
中
学
生
は
高
校
生
と
直
接
話
す
こ
と
で
、
高
校

生
活
に
期
待
を
抱
き
、
学
習
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
で

す
。
一
方
、
高
校
生
は
学
習
方
法
や
高
校
生
活
に
つ

い
て
話
す
こ
と
で
、
自
分
の
学
習
や
生
活
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
、
進
路
意
識
の
向
上
に
結
び
付
い
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
教
師
を
目
指
す
生

徒
も
出
て
き
ま
し
た
。
教
員
養
成
は
地
域
の
要
望
で

も
あ
り
、
北
高
チ
ュ
ー
タ
ー
は
そ
の
期
待
に
応
え
る

取
り
組
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」（
大
池
先
生
）

　

今
後
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、
進
ん
だ
学

習
を
し
た
い
中
学
生
対
象
の
「
ス
ー
パ
ー
中
学
生
飛
び

級
講
座
」
や
「
大
学
生
に
よ
る
高
校
生
向
け
の
講
座
」

の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　

自
然
科
学
探
究
科
・
人
文
科
学
探
究
科
の
設
置
は
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
申
請
・
指
定
と
連
動
し
て
進
め
ら
れ
た
。
改

革
当
初
は
、
14
年
度
の
飯
山
高
校
と
の
統
合
ま
で
に
２

つ
の
探
究
科
を
設
置
す
る
計
画
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新

学
科
設
置
に
は
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
済
的
支
援
が
必

要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
１
９
９
８
年
度
に
設
置
し
た
理

数
科
で
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、
課
題
研
究
な
ど
の
実

績
を
積
ん
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
経
済
的

支
援
で
新
学
科
の
活
動
を
支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
科
学

（Science

）、
社
会
（Society

）、
人
間
（H

um
anity

）

と
し
、
生
命
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
域
を
テ
ー
マ

に
、
社
会
貢
献
と
し
て
の
科
学
の
追
究
を
目
指
す
。
最

大
の
特
徴
は
、
最
先
端
の
研
究
に
触
れ
る
一
方
、
地
域

に
密
着
し
た
活
動
も
展
開
す
る
点
だ
。ブ
ナ
林
や
雪
山
、

動
物
、
地
震
な
ど
、
地
域
の
自
然
を
題
材
に
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
専
門
家
の
講
演
を
通
し
て
、
科
学
の
視

点
か
ら
地
元
を
見
つ
め
直
す
。自
然
の
良
さ
を
体
感
し
、

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
で
、
郷
土
へ
の
誇
り

を
育
む
こ
と
も
ね
ら
い
だ
。２
年
生
の
課
題
研
究
で
は
、

隣
接
す
る
栄
村
で
起
き
た
大
地
震
や
、
地
元
の
酒
造
所

で
廃
棄
さ
れ
る
米
ぬ
か
か
ら
乳
酸
を
生
産
す
る
方
法
な

ど
、地
域
に
密
着
し
た
テ
ー
マ
を
選
ぶ
生
徒
も
目
立
つ
。

　
「
ス
キ
ー
産
業
の
動
向
を
研
究
し
た
生
徒
は
、
そ

れ
を
契
機
に
経
済
学
に
興
味
を
持
ち
、
将
来
は
地
元

「割合・比・比例」の理解を促すために開発された考え方「D-Lines」（量
的二重数直線図。Dual-Dimension Measuring Lines を短縮したも
の）。これらの分野に共通する考え方である「２量の関係」「１とし
て考える」を利用し、2本の数直線を並べて表す図をつくった。２
量の関係を視覚的に捉えることで、子どもたちがイメージしやすい
ようにした。　　　　　　　　　　 ＊学校資料を基に編集部で作成

問題　１ｍの重さが1.2 ㎏の鉄のぼうがあります。
この鉄のぼう0.8ｍの重さは何㎏ですか。

重さ

長さ
0.50 0.8 1

1.2
（kg）

（m）
割合
（小数倍）

基準量
□

×0.8

×0.8
求めるもの

「Ｄ－Lines」図

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
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の
ス
キ
ー
場
の
盛
衰
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
言
い

ま
し
た
。
興
味
・
関
心
を
広
げ
て
い
く
楽
し
さ
を
知

り
、
明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
大
学
を
選
ぶ
生
徒

が
増
え
た
の
も
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
成
果
で
す
」（
平
塚
先
生
）

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
実
績
を
基
に
、
12
年
４
月
、
理
数
科
を
進

化
・
発
展
さ
せ
た
自
然
科
学
探
究
科
・
人
文
科
学
探
究

科
を
設
置
し
た
。
課
題
研
究
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
と
し
て
、
教
科
学
習
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

学
び
の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
る
と
と
も
に
、
校
内
の
学

習
環
境
の
改
善
も
進
め
た
。既
に
あ
る
自
習
室
の
他
に
、

数
学
科
研
究
室
前
の
廊
下
と
進
路
資
料
室
内
に
机
を
並

べ
、
生
徒
が
い
つ
で
も
学
習
で
き
る
自
習
場
所
を
確
保

し
た
。
教
師
が
一
度
に
複
数
の
生
徒
の
質
問
に
答
え
ら

れ
る
よ
う
、
窓
ガ
ラ
ス
の
裏
に
白
い
紙
を
張
り
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
代
わ
り
に
使
え
る
よ
う
な
工
夫
も
し
た
。

進
路
指
導
主
事
の
畑
田
典
男
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
市
内
に
塾
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
入
試
に
必
要
な

学
力
を
付
け
る
場
は
全
て
高
校
と
な
り
ま
す
。
い
つ

で
も
学
習
で
き
、
教
師
に
質
問
で
き
る
環
境
が
必
要

だ
と
考
え
、
自
習
場
所
を
設
け
ま
し
た
。
当
初
は
学

習
時
間
の
確
保
が
目
的
で
し
た
が
、
頑
張
っ
て
い
る

友
だ
ち
や
先
輩
の
姿
に
刺
激
を
受
け
る
生
徒
も
多

く
、
学
校
全
体
で
勉
強
に
向
か
っ
て
い
く
雰
囲
気
が

出
来
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
」

　

校
内
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
一
役
買

っ
て
い
る
の
が
、「
蛍
雪
の
黒
板
」（
写
真
）
だ
。
生
徒

昇
降
口
に
あ
る
連
絡
用
の
黒
板
に
、
数
学
科
の
教
師
が

数
学
の
問
題
を
書
い
て
お
く
と
い
う
も
の
で
、
最
初
は

誰
が
何
の
た
め
に
書
い
た
の
か
、
生
徒
は
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
先
生
が
生
徒
に
解
か
せ
る
た
め
に
書
い

た
こ
と
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
、
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
。
あ
る
生
徒
の
解
答
に
対
し
、「
こ
う
い

う
考
え
方
も
あ
る
」
と
い
っ
て
他
の
生
徒
が
別
解
を
書

き
加
え
る
。
教
師
が
思
わ
ず
う
な
る
よ
う
な
秀
逸
な
発

想
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
、
数
日
が
経
ち
、
解
答
が

出
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
を
見
計
ら
っ
て
、
正
解
に
花
丸
を

付
け
て
努
力
を
た
た
え
、新
し
い
問
題
に
書
き
換
え
る
。

　
「
小
さ
な
取
り
組
み
で
す
が
、
地
道
な
改
善
の
積

み
重
ね
が
、
小
中
高
連
携
や
探
究
科
の
設
置
な
ど
の

大
き
な
改
革
を
進
め
る
力
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
」（
大
池
先
生
）

　

改
革
は
子
ど
も
に
地
域
の
魅
力
を
再
確
認
さ
せ
る
契

機
に
な
っ
た
。
３
割
を
超
え
て
い
た
高
校
生
の
他
地
区

へ
の
流
出
は
２
割
程
に
な
っ
た
。
同
校
の
大
学
入
試
合

格
の
実
績
も
伸
び
、
10
年
前
は
20
人
前
後
だ
っ
た
国
公

立
大
合
格
者
は
、
こ
こ
数
年
40
〜
50
人
で
推
移
し
て
い

る
。
合
格
実
績
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
難
し
い
大

学
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
増
え
た
の
も
大
き
な
変
化
だ
。

　
「
高
い
志
望
を
実
現
す
る
先
輩
た
ち
の
姿
を
見
て
、

自
分
に
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
自
信
を
、

生
徒
が
持
ち
始
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
自
信

が
、
結
果
的
に
進
学
実
績
の
向
上
に
結
び
付
い
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
畑
田
先
生
）

　

２
年
後
に
は
飯
山
高
校
と
の
統
合
が
控
え
て
お
り
、

同
校
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
を
、
統
合
後
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
す
。
人
が
変
わ
っ
て
も
継

続
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
根
付
か
せ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
生
徒
が
高
い
志

を
持
っ
て
前
に
進
ん
で
い
け
る
学
校
で
あ
り
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
意
欲
が
進
路
実
績
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
、
地
域
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

に
も
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」（
渡
辺
教
頭
）

写真　「蛍雪の黒板」で出す問題は、教科書の例題にとらわ
れず、パズル的な内容にするなど、１年生から３年生まで誰
もが関心を持って取り組めるように工夫している。

志
望
を
実
現
し
た
先
輩
を
見
て

高
い
目
標
を
掲
げ
る
生
徒
が
増
加

至
る
と
こ
ろ
に
「
学
ぶ
場
」を
つ
く
り

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸
成
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